
2024 北海道 Kart Festival 
ドライバーズブリーフィング通知 

開催サーキット： 南幌リバーサイドカートランド         2024/8/18 

必ずお読みください  

 大会開催にあたり、参加者の皆様へのお願い ・手洗いやうがいをこまめに行ってください。  

 体調が思わしくない方は、レースへのご参加及びご来場をお控えください。 

 ※ご来場後に体調に異変を感じた場合は、すみやかに大会事務局までお申し出ください。 

 

1、 ピット、パドック内は火気厳禁です。火器類の取り扱い注意事項を無視したドライバーやピットクルー 

（登録メカニック）は、当該レース失格となり参加を取り消される場合がありますのでご注意くださ

い。 

 

2、 パドック内では、エンジンの始動チェックのみ行えます。（パドック内の暖気・から吹かしは禁止） エ

ンジンの暖気は、ダミーグリッドにて進行長の指示に従って行うことができます。 ※エンジン暖気に

関する違反は、ペナルティの対象となります。 

 

3、 工具を使ったメカニカル作業はピットエリアでのみ行えます。指定外のエリアで作業するとペナルティ

となり ます。赤旗中断後の作業は、競技委員からの指示が出たあと、ピットエリアで作業できます。 

また、ドライバーに出すピットサインは、ピットサインエリアでのみ出すことができます。 ピットサ

インエリア外で、サインを提示したり、ドライバーに指示をするとペナルティとなります。 

 

4、 コース上では必ずドライバーサインを出し、周りのカートにアピールするようマナーの徹底をお願いし

ます。 ※エントラントおよび、チーム関係者の方もドライバーへの指導にご協力ください。 

 

5、 ピットエリア走行は徐行厳守で、ピットエリアスルーは禁止です。スルー走行の場合ペナルティとなり

ます。 

 

6、 コースアウトまたは接触等によって、走行中だったコースとは違った箇所に飛び出してしまった場合、

安全確認後、元いた場所に一番近いと思われるコース箇所から再スタートしてください。 ※走行不能

の場合、車両を安全な場所に移動し、ドライバーは競技委員の誘導で迅速退避してください。 

 

7、 公式練習、ＴＴ、予選はダミーグリッドからのスタートです。 ファイナルヒートのみコース上からス

タートとなり、コース上もダミーグリッド扱いになります 

 

8、 タイムトライアル開始後は、ピットエリアに入ることはできません。 

 

9、 公式練習やタイムトライアル開始後、位置取りのための複数回の車線変更やレコードラインでの低速走

行、 ＴＴアタック中の車両妨害にあたる行為はペナルティの対象となります。また、後方のカートに



ラインを譲る 場合は、レコードラインを開け、手で追い抜く側をしっかり示すドライバーサインを必

ず出すようにしてください。 

 

10、 予選ヒート、ファイナルヒートのコースイン後は、1 周のウォームアップ走行を導入します。 ウォー

ムアップ走行終了後、２列の隊列を迅速に整え、グリッド順にて走行してください。 ローリングペー

スが速い場合はＤＯＷＮボード提示、良い場合はＫＥＥＰボードを提示します。 先頭グループはアド

バンテージがあるものの、隊列のスピードを調整する義務があります。 隊列を大きく乱したり、隣の

カートと接触するような悪質な行為の場合は、積極的に白黒旗が提示されたり、 ポジション降格やタ

イム加算等のペナルティが入ります。 

 

11、 ローリング中のポジション復帰禁止区間は、第７コーナー進入手前のコース両サイドに設置されたパイ

ロンを 結んだ赤い線上を通過した箇所から、２５Ｍラインまでです。 隊列を引っ張る先頭グループ

は、６コーナー通過後ペースを落としながら隊列を整えるべくローリングスピードを調整し、２列の隊

列を形成するようにしてください。ローリングスピードの調整はオフィシャルから指示が出ます。 ま

た隊列から大きく遅れた車両には最後尾についてのスタートとなります。 ※ミススタートになった場

合でも、ポジションの復帰は出来ません 

 

12、 ローリングスタート後、第７コーナー進入手前のコース両サイドに設置されたパイロンに隊列の先頭集

団が差 しかかった時点で、ピットからのスタートはできません。 

 

13、 ローリング途中で自分のグリッドに戻れない車両がいた場合でも、競技委員の判断でそのままスタート

を切る場合があります。また、グリッドが著しく乱れていた場合は、さらにもう１周の合図が出て、再

度ローリングが継続されます。その場合、正しいグリッドから外れていた車両は正規の位置に戻れる権

利が再度発生します。 但し、ポジション復帰禁止区間では戻れません。 ※ドライバーサインは必ず出

してください！ 

 

14、 全クラス、ローリングの隊列が２５Ｍラインを越えて、スタート合図（シグナルのブラックアウト）が

出た後であれば、隊列は２列のコリドーライン（誘導白線）を跨いだり、追い抜きをかけてもペナルテ

ィには なりませんが、スタート合図前にコリドーラインを跨ぐ車線変更や追い抜きをした場合、スタ

ート隊列違反ペナルティ等が入ります。 

 

15、 隊列に出すスタート合図は、コース右側信号の赤点灯から消灯（ブラックアウト）になった瞬間といた

します。 赤信号が消えない場合は再ローリングとなり、メインポストからもう１周の合図を提示いた

します。 ※スタートが切られた場合は、メインポストから日章旗を振ります。 

 

16、 スタート合図の際、ドライバー本人のミスで遅れてもミススタートとはせず、レースが続行されます。 

悪質なポジション取りや隊列を乱す行為には、白黒旗が出て警告をします。繰り返すとペナルティとな

り、グ リッド降格、成績にタイム加算や最後尾スタートとなります。 

17、 雨天時、雨の量が多く、２列でのスタートが危険と判断された場合、グリッド表の隊列ではなく、1 位

を先頭 に１列のフォーメーションでローリングを行います。※この場合、ホームストレート中央付近

を走行し、誘導 白線は使用しません。ブラックアウトまでは追い越しは出来ず、コントロールライン

を越えてから追い抜きが 可能となります。安全を考慮し進行しますので、周回数減もあります。 



 

18、 競技中、吸排気系の部品にトラブルが発生した場合、基本的にはレースを終了しなくてなりません。 

但し、後方に危険がおよびそうな場合に限っては、オレンジボール旗によって、ピットインを指示する 

場合があります。この場合、ピット作業エリアで修復すればレースに復帰が可能です。 

 

19、 走行中の多重クラッシュや大きなアクシデント発生時、ドライバーの意思に関係なく救済に入ることが 

あります。その場合、状況によってはレースに戻ることができます。 オフィシャルが救済したから、

即リタイアという判断にはならない場合があります。 

 

20、 赤旗時、緊急を要する負傷者がいる場合、その措置が優先となります。※場合によっては競技が中止さ

れます。 

 

21、 各ヒート終了後、各車両はピットイン後車検場にて検査を受けてください。 レース途中でリタイアし

ていた参加者は車検を受けることが望ましいですが、車検を受けなかった場合、当該 ヒート未車検扱

いとなり失格となります。また、部品やその他の装備違反等が、前の車検でクリアしていても、 最終

ヒート走行後に不備が発覚した場合は当該ヒート失格（ＮＧ）となります。 

 

22、 競技会中の違反に関するペナルティは下記と通りとします。 ※一例です （1）悪質なプッシング、幅

寄せ、その他の危険走行の場合⇒警告ボードや白黒旗（累積２回で黒旗） （2）ペナルティカタログの

対象行為などをした場合 ⇒競技役員で審議後、ペナルティ （3）フラッグ無視、車両違反、装備不具

合などをした場合 ⇒ペナルティやヒート失格（ＮＧ） （4）スポーツマンシップに反した行為や軽度

な規則違反をした場合 ⇒警告やペナルティ 暴力行為、威圧、威嚇行為、誹謗中傷や侮辱等（現場や 

SNS 含む）、悪質な場合は失格（ＮＧ） 

 

23、 レース終了後、車検場にて計測装置（レンタルポンダー）を回収しますので、取り外しをお願いしま

す。 

 

24、 上位入賞カート、車検委員長が指定したカートは車両保管を受け、エンジンなどのオープン検査を行い

ます。 車両検査は各メカニック立会いの元実施、終了するまでカートはパドックに戻れません。 

 

25、 競技の詳細規定、注意事項は、各特別規則書を必ずご確認ください。※公式通知含む 

 

26、 参加者はレース終了後の表彰式に参加し、終了後はピットパドックの片付け、清掃をお願いいたしま

す。 


